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昨年に続いて「鳥取城跡ライトアップ」が開催されていま

す。11月26日（日）までの間、「鳥取城跡エリア」では毎

週金曜・土曜・日曜・祝日・祝日前夜に点灯、「袋川エリア」

では毎日点灯されています。時間は、いずれも午後７時か

ら午後10時まで。秋の夕涼み、現地に足を

運んでお楽しみください！その他に鳥取城

跡ときめきマルシェなどのイベントも開催

されます。詳しくは右のＱＲコードにアク

セスしてください。

今 月 の 表 紙
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３

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
木

下
貴
啓
部
会
長
）
は
８
月
10
日
（
木
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
「
第
43
回
ほ
ん
ま
ち
ク

ラ
ブ
×
と
っ
と
り
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

Ｍ
Ｉ
Ｘ
異
業
種
交
流
会
」
を
鳥
取
県

商
工
労
働
部
と
共
催
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
と
合
わ
せ
て
部
会
員
ら
81
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
講
演
会
と
交
流
会
の
２

部
構
成
で
開
催
し
、講
演
会
で
は
（
一

社
）
人
口
減
少
対
策
総
合
研
究
所
の

河
合
雅
司
理
事
長
が
「
鳥
取
の
未
来

年
表
～
人
口
減
少
で
起
き
る
こ
と
、

す
べ
き
こ
と
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
人

口
減
少
が
鳥
取
に
及
ぼ
す
影
響
と
対

策
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
河
合
講
師
は
、
国
策
の
少
子
化
対

策
で
は
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
労
働
者
も
減
っ
て
い
く
と
し
、

２
０
５
０
年
に
は
65
歳
以
上
の
人

口
が
全
体
の
37
％
を
占
め
る
超
高

齢
社
会
に
な
る
と
指
摘
。
鳥
取
県
も

例
外
で
は
な
く
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
、
地
域
住
民

の
移
動
に
欠
か
せ
な
い
鉄
道
や
バ
ス

の
存
続
が
困
難
に
な
る
こ
と
や
運
送

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に
よ
る
物
流
の
遅

れ
な
ど
、
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響

が
出
て
く
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し

た
。

　
一
方
、
企
業
が
事
業
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
は
、
多
数
を
占
め
る
高

齢
者
層
の
顧
客
獲
得
や
、
社
員
１
人

当
た
り
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
な

ど
、
社
会
環
境
に
応
じ
た
対
策
が
必

要
で
あ
る
と
説
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長

期
の
よ
う
な
商
品
を
作
れ
ば
作
る
だ

け
売
れ
る
時
代
は
終
わ
っ
た
と
強
調

し
た
河
合
講
師
。
既
存
商
品
の
付
加

価
値
向
上
や
個
々
の
強
み
を
生
か
し

た
企
業
連
携
な
ど
に
よ
り
、
海
外
市

場
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
た
経
営

へ
転
換
し
て
い
く
こ
と
を
勧
め
ま
し

た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
交
流
会
で

は
、
リ
コ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱
、
㈲
南
口
石
創
、

ヤ
マ
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
の
３

社
が
自
社
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
事

業
概
要
を
Ｐ
Ｒ
。
ま
た
鳥
取
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
と
鳥
取
大
学
は
、
パ

ネ
ル
な
ど
を
用
い
て
事
業
内
容
を
紹

介
し
、
企
業
と
の
連
携
を
強
化
し
て

い
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
ほ
ん
ま
ち
ク
ラ
ブ
。

参
加
者
ら
は
名
刺
交
換
や
情
報
交
換

す
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
と
鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン

空
港
を
結
ぶ
連
絡
バ
ス
の
デ
ザ
イ
ン

が
一
新
さ
れ
、
７
月
30
日
（
日
）
に

お
披
露
目
さ
れ
た
バ
ス
の
運
行
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
人
気
ア
ニ
メ
「
名
探
偵
コ
ナ

ン
」
が
カ
ラ
フ
ル
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ

れ
た
連
絡
バ
ス
の
前
で
行
わ
れ
た
出

発
式
で
は
、
鳥
取
空
港
の
利
用
を
促

進
す
る
懇
話
会
の
中
山
孝
一
幹
事
長

が
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
バ
ス
は
、

明
る
く
楽
し
い
気
分
を
演
出
す
る
デ

ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
見

て
乗
っ
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
連
絡
バ
ス
の
乗
客
に
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

 

鳥
取
商
議
所
工
業
部
会

　
　

４
年
ぶ
り
に｢

ほ
ん
ま
ち
ク
ラ
ブ｣

開
催
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

講
演
会
の
テ
ー
マ
は
人
口
減
少

講演する河合講師

 

鳥
取
砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
連
絡
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
乗
客
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

 

ア
ニ
メ｢

名
探
偵
コ
ナ
ン｣

新
デ
ザ
イ
ン
に

出発するリニューアルされたバス
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議

所
の
児
嶋
祥
悟
会

頭
、
岡
周
一
副
会

頭
、
中
山
孝
一
専

務
理
事
ら
は
７
月

31
日
（
月
）、
鳥

取
市
幸
町
の
鳥
取

市
役
所
を
訪
れ
、

鳥
取
市
が
進
め
て

い
る
新
た
な
工
業

団
地
の
整
備
に
つ

い
て
、
立
地
の
早

期
選
定
と
整
備
を

求
め
る
要
望
書
を

深
澤
義
彦
鳥
取
市

長
に
手
渡
し
ま
し

た
。

　
鳥
取
市
内
の
工

業
団
地
は
、
東
郷
工
業
団
地
、
新

津
ノ
井
工
業
団
地
を
は
じ
め
９
カ

所
。
現
在
の
売
却
可
能
な
工
業
団

地
は
「
鳥
取
南
イ
ン
タ
ー
布
袋
工
業

団
地
」
の
２
万
６
８
０
０
㎡
、「
河

原
イ
ン
タ
ー
山
手
工
業
団
地
」
の

３
万
５
０
０
０
㎡
の
２
カ
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
要
望
書
で
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
な
ど
の
影
響
で
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
米
中
貿
易
摩
擦

に
よ
る
関
税
の
引
き
上
げ
や
円
安
が

続
き
、
製
造
業
の
国
内
回
帰
が
進
ん

で
い
る
こ
と
に
言
及
。
全
国
各
地
で

半
導
体
や
蓄
電
池
な
ど
製
造
工
場
の

建
設
や
計
画
が
進
む
中
、
鳥
取
市
に

お
い
て
も
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
、

一
刻
も
早
く
工
業
団
地
を
選
定
し
、

早
期
に
整
備
を
進
め
る
よ
う
強
く
要

望
し
ま
し
た
。

　
児
嶋
会
頭
は
企
業
誘
致
に
つ
い
て

「
日
商
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し

て
鳥
取
市
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
の
考
え
を
示
し
、
深
澤
市
長
は
「
世

界
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
を
念
頭
に
置
い
て
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

要望書を手渡す児嶋会頭（右）

　　　我が社では、「売上No.１」という広告を打ち出し、競合他社よりも優
　　　良な商品を提供していることをアピールしようと考えています。このよ
うな広告が景品表示法に違反する場合があると耳にしましたが、どのような場
合に違反となるのでしょうか？
　　　今回は、No.１表示と景品表示法について説明します。
　　　いわゆるNo.１表示とは、本件のように「売上No.１」であるとか「業
界トップ」といった表示で、競合他社よりも提供する商品が優れていることや

有利な商品取引であることを示すものを指します。
　No.１表示をするにあたっては、これを裏付ける実態が存在しなければ不当表示に該当し景品表示法
に違反する危険性がありますので、実態調査が必要となります。
　そこで、どのような調査に基づいていれば不当表示にならないのかが問題となりますが、
　これについては、公正取引委員会事務総局「No.１表示に関する実態報告書」において、No.１表示
が不当表示とならない要件として、①No.１表示の内容が「客観的な調査」に基づいていること、及び
②調査結果を正確かつ適正に引用していることが挙げられています。
　そして、「客観的な調査」といえるためには、「当該調査が関連する学術界又は産業界において一般的
に認められた方法又は関連分野の専門家多数が認める方法によって実施されていること」、又は「社会
通念上及び経験則上妥当と認められる方法で実施されていること」が必要であるとしています。ここで、
「社会通念上及び経験則上妥当な方法と認められる方法で実施されている」かどうかは、表示の内容、
商品等の特性、関連分野の専門家が妥当と判断するか否か
などを総合的に勘案して判断されています。
　本件において、上記「No.１表示に関する実態報告書」
記載①②の要件を満たさない場合、不当表示に該当し景品
表示法に違反するものといえます。

 Ｎｏ．１表示と景品表示法
Q

事業主と労働者のための

法律相談

Q Ａ＆
150

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

  深澤鳥取市長に要望

製造業の国内回帰を契機と捉え
工業団地の早期選定と整備を
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動 向

　
鳥
取
商
工
会
議

所
は
８
月
３
日

（
木
）、
鳥
取
市
本

町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル

で
「
Ｉ
Ｔ
導
入
補

助
金
と
鳥
取
県
補

助
金
制
度
活
用
説

明
会
」
を
開
催

し
、
会
員
事
業
所

の
経
理
担
当
者
ら

18
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助

金
と
は
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業

者
が
自
社
の
経
営

課
題
や
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
導
入
し
、
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
は
、

「
通
常
枠
」
で
補
助
金
申
請
額
の
下

限
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
ほ
か
、「
デ

ジ
タ
ル
化
基
盤
導
入
枠
」
で
は
、
通

常
枠
よ
り
高
い
補
助
率
が
設
定
さ

れ
、
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
や
企
業
間
取

引
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
積
極
的
に
進
め

る
事
業
者
を
強
く
後
押
し
す
る
制
度

に
な
り
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

㈱
鳥
取
支
社
事
業
戦
略
部
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
栗
田
牧
氏

が
講
師
を
務
め
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金

の
概
要
や
申
請
手
続
き
な
ど
を
説

明
。
栗
田
講
師
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

業
や
電
気
設
備
工
事
業
な
ど
業
種
ご

と
の
導
入
事
例
を
交
え
、
生
産
性
向

上
の
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
改
善
や
業
務

効
率
化
に
補
助
金
の
利
活
用
を
勧
め

ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
県
の
補
助
金
制

度
説
明
会
で
は
、
県
の
担
当
者
が
Ｄ

Ｘ
導
入
や
新
た
な
事
業
展
開
、
生
産

性
向
上
に
取
り
組
む
事
業
の
補
助
制

度
を
解
説
し
ま
し
た
。

～研究紹介～
氏　　　名　佐川　龍之（さがわ　たつゆき）

� 准教授

所　　　属　公立鳥取環境大学

　　　　　　環境学部環境学科

取 得 学 位　博士（環境学）（東京大学）

研究テーマ　衛星画像を用いた沿岸域生息場のモニタリン

　　　　　　グに関する研究

主な研究内容
　沿岸域は海岸線から大陸棚の縁まで広がる細くて狭い範

囲で海洋全体の面積の約７％にすぎないが、海洋生物にも

人間社会にも大変重要な海域である。沿岸域には藻場や干

潟、サンゴ礁、マングローブ林などが分布するが、これら

は多種多様な海洋生物が摂餌や産卵を行ったり、外敵から

隠れる場として利用したりする生息場として重要である。

また、この海洋生物の生息場は、水質を浄化したり波や流

れを緩めたりするなどの化学的あるいは物理学的な環境形

成機能もある。さらに、マングローブ林や藻場については、

二酸化炭素を海面下に固定するブルーカーボンとしての役

割も近年注目されている。一方で、世界人口のおよそ60％

が沿岸から100メートル以内に集中して住んでおり、人間

活動によってもたらされる汚染や沿岸域の埋め立て、さら

には地球温暖化に伴う水温上昇の影響により、これら海洋

生物の生息場は急速に衰退しつつある。日本沿岸において

は各地で海藻が消失する藻場の磯焼けが確認され、沖縄や

オーストラリアではサンゴの大規模な白化現象がしばしば

報告されている。

　健全な沿岸域の自然環境を維持しつつ開発を続けていく

には、沿岸域の生息場の現状を正しく把握することで、生

息場の保全や再生を行う必要がある。そこで、衛星リモー

トセンシングにより生息場をモニタリングする研究を行っ

ている。衛星画像を現地調査で得られた情報と比較して解

析することで、生息場の種類や面積を広域にわたって定量

的に把握し、その変化を知ることができる。また水質や水

温、あるいは沿岸域の開発情報などと合わせて分析するこ

とで、生息場の変化の原因を考察することも可能となる。

沿岸域の開発や管理にかかわる政府や民間企業などのス

テークホルダーが、衛星リモートセンシングで得られたモ

ニタリング情報を沿岸域の自然環境の管理や保全計画に反

映させることで、自然と共生できる持続可能な沿岸域の利

活用につながっていくことが期待される。

応用分野
　藻場、干潟、サンゴ礁、マングローブ林などのモニタリ

　ング

環大から、皆様へ！ Vol.11

 ＩＴ導入補助金2023説明会

企業間取引のデジタル化を推進
ＩＴツールを活用して業務効率化

講師の話に耳を傾ける参加者
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６

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議

所
常
議
員
で
元
副

会
頭
の
㈱
人
形
の

は
な
ふ
さ
代
表
取
締
役
社
長
、
英
義

人
（
は
な
ふ
さ
・
よ
し
と
）
氏
が
８

月
16
日
、
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
69

歳
で
し
た
。

　
同
社
選
出
の
鳥
取
商
工
会
議
所
職

務
執
行
者
と
し
て
２
０
０
１
年
11
月

１
日
か
ら
05
年
６
月
24
日
ま
で
議

員
、
同
年
６
月
25
日
か
ら
10
年
10
月

31
日
ま
で
常
議
員
、
同
年
11
月
１
日

か
ら
19
年
10
月
31
日
ま
で
副
会
頭
、

同
年
11
月
１
日
か
ら
常
議
員
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
副
会
頭
在
任
中
は
、
当
時
の
藤
縄

匡
伸
会
頭
が
掲
げ
た
７
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
、
自
ら
が
先

頭
に
立
っ
て
事
業
実
現
に
向
け
て
奔

走
。
ま
た
鳥
取
商
工
会
議
所
以
外
で

も
、
新
鳥
取
駅
前
地
区
商
店
街
振
興

組
合
の
理
事
長
を
14
年
間
に
わ
た
っ

て
務
め
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

か
ら
鳥
取
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

�

鳥
取
商
工
会
議
所

【
代
表
者
変
更
】

◆
共
栄
火
災
海
上
保
険
㈱
中
国
支
店

鳥
取
支
社

　
鳥
取
市
南
吉
方
１
丁
目
63
―
１
農

協
共
済
福
祉
事
業
団
本
社
ビ
ル
４

階
　
支
社
長
＝
茅
野
　
智
弘

◆
㈱
コ
ク
ヨ
Ｍ
Ｖ
Ｐ

　
鳥
取
市
湖
山
町
南
２
丁
目
２
０
１

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
丸
山
　
博
之

◆
㈱
日
本
海
プ
ラ
ザ

　
鳥
取
市
賀
露
町
４
０
２
７

　
代
表
取
締
役
＝
尾
前
　
康
寛

◆
三
洋
㈱

　
鳥
取
市
千
代
水
２
丁
目
１
０
５

　
代
表
取
締
役
社
長
＝
橋
本
　
正
裕

【
住
所
変
更
】

◆
㈱
Ｒ
ｅ
ｊ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ

　
鳥
取
市
青
葉
町
３
丁
目
２
１
９
→

鳥
取
市
商
栄
町
１
１
０
―
４
テ
ナ

ン
ト
千
代
水
Ｃ
号
室

鳥取警察署からのお知らせ Vol.54

【運動期間】
　令和5年9月21日（木）から30日（土）までの10日間
【運動重点】
　◎こどもと高齢者を始めとする
　　歩行者の安全の確保
　◎夕暮れ時と夜間の交通事故防
　　止及び飲酒運転等の根絶
　◎自転車等のヘルメット着用と
　　交通ルール遵守の徹底

　日の入り時間が急激に早まる秋口以降は、夕暮
れ時や夜間に重大交通事故が発生しやすくなりま
す。
　　○　歩行者は、運転者に対

し、手を上げるなどして
道路を横断する意思を明

確に伝えるとともに、安全を確認してから
横断を始めましょう。

　　○　車を運転する時は、思いやりとゆずり合
いの気持ちを持ち、歩行者保護に留意した
運転を心掛けましょう。

　　○　自動車は、夕暮れ時は
早めにライトを点灯し、
夜間はハイビームを有効
に活用する運転を心掛け
ましょう。

　　○　アルコール検知器の使用など、飲酒運転
を絶対にしない・させない・許さない社会
を目指しましょう。

　　〇　自転車や電動キックボードに乗る時は、
ヘルメットを着用し、交通ルールを守って
安全に利用しましょう。

秋の全国交通安全運動の実施！

英
　
　
　
義
　
人 

氏

会
員
情
報
（�

）

敬
称
略
・

順
不
同

７
月
16
日
～
８
月
15
日
届
け
出
分
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７

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
ロ
ー
カ
ル
フ
ー

ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会
（
地

原
忠
実
委
員
長
）
は
８
月
23
日
（
水
）

か
ら
２
日
間
、
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市

の
「
う
ず
の
丘
大
鳴
門
橋
記
念
館
」

と
徳
島
県
鳴
門
市
の
「
道
の
駅
く
る

く
る
な
る
と
」
を
視
察
し
、メ
ン
バ
ー

ら
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
視
察
は
は
じ
め
に
、
高
さ
２
・
８

メ
ー
ト
ル
の
巨
大
タ
マ
ネ
ギ
オ
ブ

ジ
ェ
を
設
置
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク

な
企
画
を
発
信
す
る
「
う
ず
の
丘
大

鳴
門
橋
記
念
館
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

過
去
に
鳥
取
県
で
開
催
し
た
「
ご
当

Letʻsシルバー！

詳しくは左記、ホームページで確認下さい。

シニアの力を
活用しませんか❢

ＴＥＬ ０８５９－３７－２５３１
ＦＡＸ ０８５９－３７－２５３７

公益社団法⼈⿃取県シルバー⼈材センター連合会
〒683-0812 ⿃取県⽶⼦市⾓盤町1丁⽬76番地

URL https//www.torisilver-ren.com

公益社団法⼈ ⿃取市シルバー⼈材センター TEL 0857-22-0050 FAX 0857-22-0051

企業等の皆様へ
・シルバー⼈材センターは、⾼齢者
の知識・経験・技能の宝庫です‼

『高齢者活躍人材確保育成事業』

地
バ
ー
ガ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
タ
マ

ネ
ギ
を
メ
イ
ン
に
し
た
「
あ
わ
じ
島

バ
ー
ガ
ー
」
が
１
位
を
獲
得
し
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
記
念
館
の
テ
ー

マ
を
『
タ
マ
ネ
ギ
』
に
変
更
。
記
念

館
の
担
当
者
か
ら
「
あ
ら
た
め
て
特

産
品
の
魅
力
に
気
が
付
き
、
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
施
設
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
１
日
滞
在
で
き
る
食
の

体
験
型
施
設
「
道
の
駅
く
る
く
る
な

る
と
」
を
視
察
。
２
０
２
２
年
４
月

に
開
業
し
た
当
施
設
は
、
多
店
舗
展

開
す
る
会
社
の
相
乗
効
果
を
高
め
る

店
舗
運
営
や
、
特
産
物
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
生
か
し
た
新
商
品
開
発
に
力
を

注
ぐ
な
ど
し
て
、
目
標
を
大
幅
に
超

え
る
売
上
を
達
成
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
効
果
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
地
域
資

源
の
生
か
し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

報
告
＝
地
域
振
興
課
長
　
坂
本
佳
代

子
（
Ｌ
Ｆ
Ｐ
特
別
委
員
会
担
当
）

視察に参加したメンバー

  

ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委
員
会

　
　
　
　

先
進
地
視
察
研
修
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　 

　
地
域
資
源
の
生
か
し
方
を
学
ぶ
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８

動 向

　
子
ど
も
た
ち
に
身
の
回
り
の
職
業

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
鳥
取

商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
水
野

治
郎
部
会
長
）
は
８
月
６
日
（
日
）、

20
日
（
日
）
の
２
日
間
、
鳥
取
市
中

砂
見
の
旧
神
戸
小
学
校
と
同
市
本
町

３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル
を

会
場
に
「
第
２
期
こ
ど
も
未
来
大
学
」

を
開
校
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
12
月
に
航
空
法
上
の

ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
活
用
方
法
が
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、「
ド
ロ
ー
ン
」
を
テ
ー
マ
に
当

講
座
を
企
画
。
講
師
に
㈱
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
ス
タ
ッ
フ
を
招

き
、
市
内
の
小
学
６
年
生
ら
10
人
が

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
方
法
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
１
日
目
に
ド
ロ
ー
ン

の
ル
ー
ル
や
仕
組
み
を
学
習
し
た

後
、
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
し
て
ド
ロ
ー

ン
か
ら
見
え
る
飛
行
映
像
の
視
聴
や

ト
イ
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
を
体
験
。
２

日
目
は
、
あ
ら
か
じ
め
ゴ
ー
ル
を
設

定
し
た
場
所
に
自
動
飛
行
さ
せ
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ド
ロ
ー
ン
と
、
実
際

に
業
務
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ド
ロ
ー

ン
を
操
縦
し
ま
し
た
。

　
講
座
終
了
後
、
水
野
部
会
長
は
参

加
者
に
修
了
証
を
手
渡
し
、「
今
回

の
経
験
を
生
か
し
て
、
今
後
の
勉
強

や
趣
味
の
幅
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
、参
加
し
た
小
学
生
か
ら
は
「
ド

ロ
ー
ン
の
操
縦
が
難
し
か
っ
た
」「
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
元
気
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

報
告
＝
経
営
支
援
二
課
主
事
　
尾
崎

龍
二
（
サ
ー
ビ
ス
部
会
担
当
）

ＡＮＡからのお知らせ

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

ドローン操縦体験の様子

 

サ
ー
ビ
ス
部
会
こ
ど
も
未
来
大
学

　　
　
　
　
　
　
　
仕
組
み
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ

小
学
生
が
ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験
！
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９

動 向

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
会

長
・
児
嶋
祥
悟
鳥
取
商
工
会
議
所
会

頭
）
の
２
０
２
３
年
度
定
期
総
会
が

８
月
１
日（
火
）、
倉
吉
市
山
根
の
倉

吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
鳥
取
、

米
子
、
倉
吉
、
境
港
の
４
商
議
所
か

ら
会
頭
ら
27
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
児
嶋
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
永
年
勤
続
役
職
員
表
彰
が
行
わ

れ
、
各
商
議
所
の
代
表
被
表
彰
者
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
22
年
度
の
事
業
報
告

と
収
支
決
算
の
ほ
か
、
今
年
度
の
事

業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を
通
じ
た
取
引
適

正
化
や
円
滑
な
価
格
転
嫁
に
向
け
た

環
境
整
備
を
重
点
項
目
の
一
つ
に
掲

げ
ま
し
た
。
県
内
企
業
の
持
続
的
な

投
資
や
賃
上
げ
の
実
現
に
向
け
、
取

引
先
と
共
存
共
栄
関
係
を
強
化
す
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

の
普
及
促
進
と
実
効
性
向
上
を
強
力

に
推
進
し
ま
す
。

　
鳥
取
商
議
所
関
係
の
永
年
勤
続
表

彰
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
勤
続
年

数
は
４
月
１
日
現
在
）

　
坂
本
佳
代
子
（
地
域
振
興
課
長
）

＝
勤
続
年
数
30
年
５
カ
月
▽
加
藤
澄

枝
（
経
営
支
援
二
課
長
補
佐
）
＝
同

25
年
４
カ
月
▽
清
水
亘
（
経
営
支
援

一
課
長
）
＝
同
20
年
６
カ
月
▽
上
村

尚
弘
（
総
務
課
長
）
＝
同
20
年
５
カ

月
▽
橋
本
裕
城
（
経
営
支
援
一
課
長

補
佐
）
＝
同
15
年
７
カ
月
▽
青
木
博

之
（
経
営
支
援
部
長
）
＝
同
15
年

 

鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会

　
　
　
　

定
期
総
会
を
開
催

　
　
　
　
　
　 

永
年
勤
続
表
彰
、事
業
計
画
な
ど
承
認

事業計画などを承認した定期総会
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お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

金融機関との付き合い方 川居 宗則 31分 健
康

失敗事例から学ぶ
相続対策の４つの柱 松尾 企晴 41分

全ての経営者必見！
未来を切り開くDX入門 井手 美由樹 40分 労

務 人事労務　基礎講座 野澤 直子 98分

Dxセミナー（１）　入門編 阿部 満 50分 法
律

会社を護れ！
様々な労働問題にズバリお答えします

【3．ハラスメント・労災について】
米澤 章吾 11分

研
修
・
人
材
育
成

必見！人を動かす３つの極意 生駒 正明 44分
税
務
・
財
務

経
理

中小企業のための
電子帳簿保存法対策 川口 宏之 92分

経営者・管理者が成果を出すための
12の原理原則（9）

片貝 竜也 7分 政
治
経
済

インボイス制度まるわかり講習 小澄 健士郎 80分

芸能マネージャーが語る
ハラスメント対策 川瀬 弘世 36分 SDGs 入門講座～親子でできる・

家庭でできるSDGs ～ 福田 多美子 45分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

NEW

NEW

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　http://www.tottori-cci.or.jp/

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

お す す め セ ミ ナ ー

多くの中小企業が厳しい状況にあるな
か、2020 年に始まった民間ゼロゼロ
融資の返済開始が迫ってきています。経
営を続けるために、どのような選択肢が
あるのか？ 様々な資金繰り対策を説明
します。また最近の傾向である事業性
評価融資や経営者保証改革プログラム
を紹介します。

経営デザインコンサルティングオフィス 代表
中小企業診断士　１級ＦＰ 川居　宗則

1 ハラスメント講座

タイトル 講師名 時間 内容

一
般
経
営

金融機関との付き合い方 川居 宗則 31 分

コロナ禍からの事業の復活や再生に金融機関の融資を活用したい経営者必見。
審査で見られるポイントを理解したうえで準備をすれば、融資を引き出すことは
難しいことではありません。メガバンクに 32 年間勤め金融機関の隅々まで知
り尽くした講師が融資判断のポイントや金融機関との付き合い方を解説します。

全ての経営者必見！
未来を切り開くDX 入門 井手 美由樹 40 分

「2025 年の崖」。これは日本企業がデジタルトランスフォーメーション
（=DX）を推進しなければ、2025 年以降の 5 年間で最大で毎年 12 兆
円の損失が発生するという問題です。しかしそもそも DX とは何か？ 企業と
日本の社会が明るい未来を描くための基本的な知識をお伝えします。

DXセミナー（１）　入門編 阿部 満 50 分

ここ数年で一気に広がったデジタルトランスフォーメーション（DX）という
言葉は、デジタル技術を使い会社を変革させることを指します。個々の会社
によって事業内容や業務の進め方が違うため、ケースは様々。本セミナー
では業種別に多く事例を紹介、具体的な内容をわかりやすく説明します。

研
修
・
人
材
育
成

必見！人を動かす３つの極意 生駒 正明 44 分

なぜか部下が、自分の思い通りに動いてくれない…。コミュニケーションの方法
や自らの心構えを変えることで、その悩みは解決するかもしれません。人が動く
ようになる環境・関係性の作り方や、誰もができる効果的な伝え方・聴き方を身
につけ、社内の人材活用・育成、生産性向上、営業力強化に繋げていきましょう。

経営者・管理者が成果を出すための
12 の原理原則（9）

片貝 竜也 7 分

数多くの研修を手掛ける講師。研修後に「成果を出せる人」と「成果を出せ
ない人」がいます。その違いは、研修で学ぶスキル以外の部分、物事や状況
に対する認識と対応の仕方という原理原則にありました。全 12 回でその原理
原則をお伝えします。第 9 回は「大幅な改善は『仕組み作り』をする」です。

芸能マネージャーが語る
ハラスメント対策 川瀬 弘世 36 分

職場のトラブルの原因となることが多いハラスメント。放置すると信頼喪
失や人材流出につながる可能性があります。特に、意図せずに周囲に不快
感を与える言動もハラスメントと認識されるため注意が必要です。ハラス
メントの種類と対策方法について、事例を交えてお伝えします。

健
康

失敗事例から学ぶ
相続対策の４つの柱 松尾 企晴 41 分

なんとなくまだ先のことと思い、相続について深く考えたことがない方は多いと
思います。しかし、いざというときに始めても、もっと早く備えておけばとなる
ケースや、揉めごとは起こらないと思っている家族でも問題になるケースが多く
見られます。具体的な事例を交え、親と子が知っておくべきことをお伝えします。

労
務 人事労務　基礎講座 野澤 直子 98 分

入社時に必要な書類とその目的は？ 試用期間についての適切な設定と
は？ 労働時間についての原則や 36 協定とは？ 書類を記入する際の注意
点を、実際の書類を見ながら解説します。従業員が入社する際の業務に向
けて、人事労務の基礎を確認していきましょう。

法
律

会社を護れ！
様々な労働問題にズバリお答えします

【3. ハラスメント・労災について】
米澤 章吾 11 分

労働問題（解雇・残業・セクハラ・パワハラなどのハラスメント）の企業側
の弁護を担当する講師（労務管理のエキスパート）。セミナー時によく受け
る質問に 3 回シリーズでお答えします。第 3 回目は「パワハラ」「セクハラ
と冤罪」「業務災害」など、ハラスメント・労災についての対応事例です。

税
務
・
財
務

経
理

中小企業のための
電子帳簿保存法対策 川口 宏之 92 分

2024 年 1 月以降、全事業者はメールなどで電子受領した請求書の電子保存
義務が発生します。請求書を紙で保存していた事業所は、年内に電子帳簿保存
法の要件に沿って電子保存の体制を構築する必要があります。令和 5 年度税
制改正の背景を踏まえて、電子帳簿保存法の対応策をわかりやすく解説します。

インボイス制度まるわかり講習 小澄 健士郎 80 分

10 月から施行予定のインボイス制度（適格請求書等保存方式）。「言葉は知っ
ているけど、どのような制度なの？」「何をどう準備すればいいの？」という方が
多いのではないでしょうか？ 制度開始後、消費税免税事業者であることで取引
ができなくなってしまうと大変です。準備がお済みでない方はご聴講ください。

政
治

経
済

SDGs 入門講座～親子でできる・
家庭でできる SDGs ～ 福田 多美子 45 分

企業に対して SDGs に関するコンサルティングを行っている講師。企業という
立場から SDGs への取り組みを考えた時、自社の業種と SDGs で一体何が
できるのか……どのようにアプローチすれば良いのか……SDGs の取り組み
方について企業だけでなく、家庭でもすぐに実践できるように解説いたします。

2

ハラスメントと呼ばれる行動を無意識
に起こしてしまう、本質的な原因はいっ
たい何なのか。会社や組織にとって、
ハラスメントに関するマイナス評価は
大きな問題になります。それらを認識
し、どうすればハラスメントを無くす
ことができるのかを今一度確認し、行
動していきましょう。

株式会社ワンズウィル 代表取締役 尾花　彰

待ったなしの資金繰り対策

※ 2023 年 7 月の再生回数を集計

N E W

N E W

一般経営

月間 視 聴 ラン キング  BEST 2

研修・人材育成

※様々なジャンルで600タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス



鳥取商工会議所報
VOL751.2023.9.15

12

鳥取商工会議所は「商工会議所法」（昭和２８年法律１４３号）の規定により、商工業の状況を的
確に把握するため、特定商工業者を対象に毎年、法定台帳を作成し、管理・運営することを義務付け
られています。法定台帳の作成、管理・運営に要する費用は、鳥取県知事の許可を受けて負担金とし
て特定商工業者の皆さまにその一部を負担いただくことになっています。（商工会議所法第１２条）

※既に当所の年会費を口座振替としていただいている特定商工業者の皆さまは、９月２５日（月）に
口座振替させていただきますのであらかじめご了承ください。

該当される事業所におかれましては、登録、負担金の納入等につきましてご協力くださいますよう
お願いいたします。

【お問い合わせ】

鳥取商工会議所 総務課

ＴＥＬ／０８５７－３２－８００２

ＦＡＸ／０８５７－２２－６９３９

※特定商工業者として事業内容を商工会議所に登録されただけでは商工
会議所の会員ではありませんのでご注意ください。

特定商工業者

～一定基準以上の事業所です

会議所会員との違い

～法律で指定された商工業者です

「法定台帳」

～事業内容の登録台帳です

特定商工業者の事業内容を鳥取商工会議所に登録し

ていただく台帳のことで、毎年１回作成しています。

（商工会議所法第１０条）

作成された台帳は、皆さまの事業の繁栄や当地経済

の振興に役立てています。秘密事項の保全について

は、細心の注意を払って管理しています。

負 担 金

～作成・運用の経費です

２，０００円（年間）の負担金は、法定台帳に登録
してある登録業者の各種データ作成、更新、および
管理・運用するため、必要最小限の経費としてご負
担いただくものです。 （商工会議所法第１２条）

特定商工業者
かつ会議所会員

会員（任意）

特
定
商
工
業
者

負
担
金
の
み

※

法
律
上

会
員

会
費
の
み

（
自
由
加
入
）

会
員

＋

特
定
商
工
業
者

会
費

＋

負
担
金

特定商工業者
（法定）

▼START

法人ですか？個人ですか？

資本金額または払込出資総額が
３００万円以上ですか？

従業員が２０人以上（商業・
サービス業は５人）ですか？

あなた（貴社）は
特定商工業者です。

①法定台帳の提出が必要です。

②年間２,０００円の負担金が
必要です。

あなた（貴社）は
該当しません。

法人 個人

はい いいえ

はい いいえ

作成と負担金のお願い
特定商工業者の皆様へ

法定
台帳

検定試験なら、合否で習熟度が確認できる。 
基礎知識の習得や評価・昇格基準としても使いやすい。 

 

【お問い合わせ】 東京商工会議所検定センター https://kentei.tokyo-cci.or.jp/ 
 
 
 

  鳥取商工会議所 検定担当   http://www.tottori-cci.or.jp/ 
                                   TEL 0857-32-8004／FAX 0857-22-6939 
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296
〈令和５年度鳥取YEGスローガン〉
 ＰＲＩＤＥ  ＯＦ  ＹＥＧ　まち　ひと　みらい　を繋ぐ核となれ

〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
こ
の
た
び
の
台
風
7
号
に
お
い
て
被
災
さ
れ

た
皆
様
、
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
危
急
な
事
態
に
ご
苦
労
も
多
い
こ
と
と
は
存

じ
ま
す
が
、
皆
様
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、8
月
10
日
に
ビ
ジ
ネ

ス
委
員
会
担
当
の
講
師
例
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
企
業
が
商
売
を
し
て
い
く
上
で
更
な
る

発
展
を
目
指
す
に
は
、
ど
の
よ
う
な
講
演
が
心

に
響
く
の
か
を
検
討
さ
れ
た
結
果
、
同
じ
鳥
取

県
の
中
小
企
業
か
ら
、
世
界
に
羽
ば
た
く
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
さ
れ
たB

A
R

C
O

S

山
本
敬
様
の

経
験
や
今
後
の
戦
略
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
雑
誌
の
売
れ
っ
子
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
、
故
郷

の
倉
吉
市
で
六
畳
一
間
の
事
務
所
か
ら
起
業
し

た
山
本
様
は
、
自
社
の
企
業
理
念
で
あ
る
「
創

る
、
造
る
、
売
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ミ
ラ
ノ
で

行
わ
れ
る
世
界
的
鞄
の
見
本
市
で
あ
る
ミ
ペ
ル

へ
の
出
展
も
念
頭
に
、
イ
タ
リ
ア
に
拠
点
、
中

国
に
サ
ン
プ
ル
専
門
工
場
を
作
り
他
社
ブ
ラ
ン

ド
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
も
引
き
受
け
て
開
発
力
を
つ

け
、
現
在
で
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
直
営
店
の
み

な
ら
ず
、
テ
レ
ビ
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
販
売
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
Ｂ
to
Ｃ

（
企
業
対
消
費
者
取
引
）
に
積
極
的
に
移
行
し

て
絶
対
価
格
の
考
え
方
や
、
通
販
で
は
細
か
な

販
促
の
仕
掛
け
を
行
っ
て
お
り
、
顧
客
づ
く
り

に
も
注
力
し
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
田
舎
は
人
口
減
少
に
悩
ん
で

い
る
地
方
が
少
な
く
み
ん
な
豊
か
だ
そ
う
で

す
。
い
い
も
の
に
付
加
価
値
を
つ
け
て
商
売
を

し
て
お
り
、
日
本
も
そ
う
す
べ
き
で
「
地
方
で

貧
し
く
」
で
は
な
く
、「
地
方
で
豊
か
」
に
暮

ら
す
こ
と
が
大
切
と
の
言
葉
に
、
我
々
の
目
指

し
て
い
る
ビ
ジ
ョ
ンC

IV
IC

 P
R

ID
E

に
つ
な

が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
8
月
12
日
に
は
本
通
り
商
店
街
で
4
年
ぶ
り

に
歩
行
者
天
国
に
て
開
催
さ
れ
た
土
曜
夜
市
に

て
、
麒
麟
獅
子
を
活
用
し
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
目
指
し
た
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
空
き
店
舗
の
増
加
が
目
立
つ
中
心
市
街
地
に

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
、
郷
土
独
自
の
伝
統

文
化
で
あ
り
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
も
こ
こ
数
年
事

業
に
組
み
込
ん
で
き
た
麒
麟
獅
子
舞
を
地
域
活

性
化
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
、
設
置
し
た
舞
台
で

演
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
、沢
山
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、中
心
市
街
地
の
魅

力
も
再
発
見
で
き
、
ま
た
最
後
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ

ー
で
本
通
り
商
店
街
の
清
掃
を
行
う
事
で
、
参

加
メ
ン
バ
ー
も
中
心
市
街
地
に
愛
着
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
8
月
14
日
に
は
夏
の
鳥
取
の
風
物
詩
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
祭
り
に
も
参
加
し
、
4
年
ぶ
り
の
中
心

市
街
地
開
催
で
沿
道
に
観
客
が
い
る
中
で
踊
れ

る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
、
地
域
貢
献
の

一
翼
も
担
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
が
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
鳥
取
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 9月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報ブランディング委員会
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令
和
5
年
8
月
9
日
（
水
）
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
が
担
当
す
る
8
月

例
会
が
商
工
会
議
所
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
株
式
会
社
バ
ル
コ
ス
　
代
表
取
締
役
　
山
本
　
敬
様
を
講

師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
を
代
表
す
る
企
業
で
、
県
内
で
も
数
少
な
い
上
場
企
業
で

あ
る
バ
ル
コ
ス
の
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
や
、
衰
退
し

て
い
く
業
界
な
ら
で
は
の
展
開
や
、
企
業
が
ど
の
よ
う
な
経
済
戦
略

で
成
長
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
の
ご
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
多
角
的
な
経
営
で
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
、
そ
の
事
業

展
開
は
会
員
た
ち
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
ア
イ
デ
ア
や
考
え
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
鳥
取
県
内
の
企
業
が
成
功
を
収
め
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
が
必
要
か
に
つ
い
て
も
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
に
よ
り
、
会
員
は
地
域
経
済
の
活
性
化
や
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
の
方
向
性
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
鳥
取
の
未
来
に
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
知
恵
、
地
域
経
済
の
発

展
に
一
層
の
貢
献
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
　
委
員
長
　
池
上 

裕
樹

会長挨拶

講演会の様子

８
月
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
担
当
例
会
開
催

８
月
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
担
当
例
会
開
催

　
令
和
5
年
7
月
28
日（
金
）
19
：
00
か
ら
21
：
00
ま
で
、「
社
会
に
選
ば

れ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
と
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
本
質
的
な
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ぶ
オ
ー
プ
ン
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
人
材
教
育
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の

講
師
に
よ
る
講
演
、
シ
ェ
ア
会
、
そ
し
て
質
疑
応
答
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行

い
ま
し
た
。

　
表
面
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
な
く
、
本
質
的
な
考
え
方
や
仕
事
、
さ
ら
に

は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
対
す
る
向
き
合
い
方
を
見
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
事
例
に
挙
げ
る
と
、
本
当
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
組

織
を
単
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
参
加
者
自
身
が
真
剣
に
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
価
値
を
自
ら
が
語
っ
て
い
る
か
と
い

う
視
点
に
立
ち
返
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
質
疑
応
答
の
内
容
と
会
場
の
雰
囲
気
か
ら
は
、

経
営
者
た
ち
が
直
面
す
る
社
長
と
社
員
の
目
的
や
目
標
の
違
い
、
そ
し
て

そ
の
中
に
あ
る
熱
量
の
差
が
課
題
と
し
て
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
も
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
理
事
と
会
員
と
い
っ
た
立
場
の
違
い
に
お
い
て
も
同

様
の
課
題
が
当
て
は
ま
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
オ
ー
プ
ン
委
員
会
は
、
本
質
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
が
自
身
の
活
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て

真
の
価
値
を
発
揮
し
、
共
に
成
長
す
る
た
め
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
　
委
員
長
　
太
田 

哲
平

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ

　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
委
員
会
開
催

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ

　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
委
員
会
開
催

鳥
取
城
跡
・
久
松
山
の
清
掃
・

整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施

　
令
和
5
年
7
月
23
日（
日
）
鳥
取
お
城
委
員
会
は
、
魅
力

的
な
歴
史
を
持
つ
鳥
取
城
跡
・
久
松
山
を
市
民
の
誇
り
や
守

る
べ
き
存
在
と
す
る
た
め
に
、
ま
た
地
元
観
光
資
源
と
し
て

の
発
信
を
強
化
し
、
鳥
取
城
跡
三
階
櫓
の
復
元
事
業
を
後
押

し
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
参
加
者
を
募
り
、
当
日
は
Ｙ

Ｅ
Ｇ
会
員
と
参
加
い
た
だ
い
た
市
民
の
み
な
さ
ん
に
鳥
取
市

文
化
財
課
の
専
門
員
に
よ
る
講
義
で
鳥
取
城
跡
に
関
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な

げ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
参
加
者
1
6
0
名
を
5
つ
の

作
業
場
所
に
分
け
、
清
掃
班
や
整
備
班
に
分
業
し
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。
暑
い
中
で
の
作
業
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た

方
々
か
ら
は
、「
有
意
義
な
市
民
活
動
が
で
き
た
」「
作
業
を

楽
し
め
た
」等
々
の
お
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
鳥
取
城
跡
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
の
重
要
性
を
実
感
し
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
考

え
ま
す
。

　
今
後
鳥
取
お
城
委
員
会
は
行
政
と
協
力
し
、
鳥
取
城
跡
の

保
全
や
清
掃
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
お
城
委
員
会
　
委
員
長
　
岸
本 

夕
子

勉　強　会

会場の様子

鳥取城跡に関する講義

YEGメンバーにて

　
令
和
5
年
8
月
14
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
「
第
59
回

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
」
一
斉
傘
踊
り
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
連

と
し
て
踊
り
子
33
名
、
ス
タ
ッ
フ
10
名
の
計
43
名
の
メ
ン

バ
ー
で
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
会
員
だ
け
で
な
く
、
会
員
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に

も
踊
り
子
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き
、
練
習
会
当
初
か
ら

参
加
者
メ
ン
バ
ー
同
士
で
楽
し
く
、
絆
を
深
め
な
が
ら
本

番
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
4
年
ぶ
り
の
市
街
地
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
若
桜

街
道
を
は
じ
め
と
し
た
市
街
地
周
辺
は
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
で
溢
れ
返
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
参
加
メ
ン

バ
ー
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
声
を
出
し
、
元
気
に
踊
る
姿

を
市
民
の
皆
さ
ま
に
披
露
し
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
大
い
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
と

し
て
参
加
し
、
よ
り
活
気
の
あ
る
踊
り
で
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
踊
り
子
・

ス
タ
ッ
フ
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
事
業
運
営
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川 

恵
介

一
斉
傘
踊
り
へ
の
参
加

一
斉
傘
踊
り
へ
の
参
加

第
59
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

第
59
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

第
59
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

第
59
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

集合写真

傘　踊　り
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井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
こ
の
た
び
の
台
風
7
号
に
お
い
て
被
災
さ
れ

た
皆
様
、
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
危
急
な
事
態
に
ご
苦
労
も
多
い
こ
と
と
は
存

じ
ま
す
が
、
皆
様
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、8
月
10
日
に
ビ
ジ
ネ

ス
委
員
会
担
当
の
講
師
例
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
員
企
業
が
商
売
を
し
て
い
く
上
で
更
な
る

発
展
を
目
指
す
に
は
、
ど
の
よ
う
な
講
演
が
心

に
響
く
の
か
を
検
討
さ
れ
た
結
果
、
同
じ
鳥
取

県
の
中
小
企
業
か
ら
、
世
界
に
羽
ば
た
く
ブ
ラ

ン
ド
を
確
立
さ
れ
たB

A
R

C
O

S

山
本
敬
様
の

経
験
や
今
後
の
戦
略
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
雑
誌
の
売
れ
っ
子
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
、
故
郷

の
倉
吉
市
で
六
畳
一
間
の
事
務
所
か
ら
起
業
し

た
山
本
様
は
、
自
社
の
企
業
理
念
で
あ
る
「
創

る
、
造
る
、
売
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ミ
ラ
ノ
で

行
わ
れ
る
世
界
的
鞄
の
見
本
市
で
あ
る
ミ
ペ
ル

へ
の
出
展
も
念
頭
に
、
イ
タ
リ
ア
に
拠
点
、
中

国
に
サ
ン
プ
ル
専
門
工
場
を
作
り
他
社
ブ
ラ
ン

ド
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
も
引
き
受
け
て
開
発
力
を
つ

け
、
現
在
で
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
直
営
店
の
み

な
ら
ず
、
テ
レ
ビ
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
販
売
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
Ｂ
to
Ｃ

（
企
業
対
消
費
者
取
引
）
に
積
極
的
に
移
行
し

て
絶
対
価
格
の
考
え
方
や
、
通
販
で
は
細
か
な

販
促
の
仕
掛
け
を
行
っ
て
お
り
、
顧
客
づ
く
り

に
も
注
力
し
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
田
舎
は
人
口
減
少
に
悩
ん
で

い
る
地
方
が
少
な
く
み
ん
な
豊
か
だ
そ
う
で

す
。
い
い
も
の
に
付
加
価
値
を
つ
け
て
商
売
を

し
て
お
り
、
日
本
も
そ
う
す
べ
き
で
「
地
方
で

貧
し
く
」
で
は
な
く
、「
地
方
で
豊
か
」
に
暮

ら
す
こ
と
が
大
切
と
の
言
葉
に
、
我
々
の
目
指

し
て
い
る
ビ
ジ
ョ
ンC

IV
IC

 P
R

ID
E

に
つ
な

が
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
8
月
12
日
に
は
本
通
り
商
店
街
で
4
年
ぶ
り

に
歩
行
者
天
国
に
て
開
催
さ
れ
た
土
曜
夜
市
に

て
、
麒
麟
獅
子
を
活
用
し
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
目
指
し
た
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
空
き
店
舗
の
増
加
が
目
立
つ
中
心
市
街
地
に

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
、
郷
土
独
自
の
伝
統

文
化
で
あ
り
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
も
こ
こ
数
年
事

業
に
組
み
込
ん
で
き
た
麒
麟
獅
子
舞
を
地
域
活

性
化
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
、
設
置
し
た
舞
台
で

演
舞
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日

は
、沢
山
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、中
心
市
街
地
の
魅

力
も
再
発
見
で
き
、
ま
た
最
後
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ

ー
で
本
通
り
商
店
街
の
清
掃
を
行
う
事
で
、
参

加
メ
ン
バ
ー
も
中
心
市
街
地
に
愛
着
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
8
月
14
日
に
は
夏
の
鳥
取
の
風
物
詩
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
祭
り
に
も
参
加
し
、
4
年
ぶ
り
の
中
心

市
街
地
開
催
で
沿
道
に
観
客
が
い
る
中
で
踊
れ

る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
、
地
域
貢
献
の

一
翼
も
担
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
が
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
鳥
取
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 9月１5日
鳥取商工会議所青年部
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令
和
5
年
8
月
9
日
（
水
）
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
が
担
当
す
る
8
月

例
会
が
商
工
会
議
所
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
株
式
会
社
バ
ル
コ
ス
　
代
表
取
締
役
　
山
本
　
敬
様
を
講

師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
を
代
表
す
る
企
業
で
、
県
内
で
も
数
少
な
い
上
場
企
業
で

あ
る
バ
ル
コ
ス
の
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
や
、
衰
退
し

て
い
く
業
界
な
ら
で
は
の
展
開
や
、
企
業
が
ど
の
よ
う
な
経
済
戦
略

で
成
長
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容
の
ご
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
多
角
的
な
経
営
で
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
、
そ
の
事
業

展
開
は
会
員
た
ち
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
ア
イ
デ
ア
や
考
え
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
鳥
取
県
内
の
企
業
が
成
功
を
収
め
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
が
必
要
か
に
つ
い
て
も
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
に
よ
り
、
会
員
は
地
域
経
済
の
活
性
化
や
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
の
方
向
性
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
鳥
取
の
未
来
に
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
知
恵
、
地
域
経
済
の
発

展
に
一
層
の
貢
献
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
　
委
員
長
　
池
上 

裕
樹

会長挨拶

講演会の様子

８
月
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
担
当
例
会
開
催

８
月
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
担
当
例
会
開
催

　
令
和
5
年
7
月
28
日（
金
）
19
：
00
か
ら
21
：
00
ま
で
、「
社
会
に
選
ば

れ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
と
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
本
質
的
な
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ぶ
オ
ー
プ
ン
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
人
材
教
育
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の

講
師
に
よ
る
講
演
、
シ
ェ
ア
会
、
そ
し
て
質
疑
応
答
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行

い
ま
し
た
。

　
表
面
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
な
く
、
本
質
的
な
考
え
方
や
仕
事
、
さ
ら
に

は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
対
す
る
向
き
合
い
方
を
見
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
事
例
に
挙
げ
る
と
、
本
当
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
組

織
を
単
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
参
加
者
自
身
が
真
剣
に
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
価
値
を
自
ら
が
語
っ
て
い
る
か
と
い

う
視
点
に
立
ち
返
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
質
疑
応
答
の
内
容
と
会
場
の
雰
囲
気
か
ら
は
、

経
営
者
た
ち
が
直
面
す
る
社
長
と
社
員
の
目
的
や
目
標
の
違
い
、
そ
し
て

そ
の
中
に
あ
る
熱
量
の
差
が
課
題
と
し
て
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
も
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
理
事
と
会
員
と
い
っ
た
立
場
の
違
い
に
お
い
て
も
同

様
の
課
題
が
当
て
は
ま
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
オ
ー
プ
ン
委
員
会
は
、
本
質
的
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
を

再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
が
自
身
の
活
動
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て

真
の
価
値
を
発
揮
し
、
共
に
成
長
す
る
た
め
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
　
委
員
長
　
太
田 

哲
平

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ

　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
委
員
会
開
催

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ

　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
委
員
会
開
催

鳥
取
城
跡
・
久
松
山
の
清
掃
・

整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施

　
令
和
5
年
7
月
23
日（
日
）
鳥
取
お
城
委
員
会
は
、
魅
力

的
な
歴
史
を
持
つ
鳥
取
城
跡
・
久
松
山
を
市
民
の
誇
り
や
守

る
べ
き
存
在
と
す
る
た
め
に
、
ま
た
地
元
観
光
資
源
と
し
て

の
発
信
を
強
化
し
、
鳥
取
城
跡
三
階
櫓
の
復
元
事
業
を
後
押

し
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
参
加
者
を
募
り
、
当
日
は
Ｙ

Ｅ
Ｇ
会
員
と
参
加
い
た
だ
い
た
市
民
の
み
な
さ
ん
に
鳥
取
市

文
化
財
課
の
専
門
員
に
よ
る
講
義
で
鳥
取
城
跡
に
関
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な

げ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
参
加
者
1
6
0
名
を
5
つ
の

作
業
場
所
に
分
け
、
清
掃
班
や
整
備
班
に
分
業
し
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。
暑
い
中
で
の
作
業
で
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た

方
々
か
ら
は
、「
有
意
義
な
市
民
活
動
が
で
き
た
」「
作
業
を

楽
し
め
た
」等
々
の
お
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
で
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
鳥
取
城
跡
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
の
重
要
性
を
実
感
し
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
考

え
ま
す
。

　
今
後
鳥
取
お
城
委
員
会
は
行
政
と
協
力
し
、
鳥
取
城
跡
の

保
全
や
清
掃
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
お
城
委
員
会
　
委
員
長
　
岸
本 

夕
子

勉　強　会

会場の様子

鳥取城跡に関する講義

YEGメンバーにて

　
令
和
5
年
8
月
14
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
「
第
59
回

鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭
」
一
斉
傘
踊
り
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
連

と
し
て
踊
り
子
33
名
、
ス
タ
ッ
フ
10
名
の
計
43
名
の
メ
ン

バ
ー
で
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
会
員
だ
け
で
な
く
、
会
員
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に

も
踊
り
子
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き
、
練
習
会
当
初
か
ら

参
加
者
メ
ン
バ
ー
同
士
で
楽
し
く
、
絆
を
深
め
な
が
ら
本

番
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
4
年
ぶ
り
の
市
街
地
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
若
桜

街
道
を
は
じ
め
と
し
た
市
街
地
周
辺
は
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
で
溢
れ
返
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
参
加
メ
ン

バ
ー
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
声
を
出
し
、
元
気
に
踊
る
姿

を
市
民
の
皆
さ
ま
に
披
露
し
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
大
い
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
連
と

し
て
参
加
し
、
よ
り
活
気
の
あ
る
踊
り
で
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
踊
り
子
・

ス
タ
ッ
フ
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
事
業
運
営
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川 

恵
介

一
斉
傘
踊
り
へ
の
参
加

一
斉
傘
踊
り
へ
の
参
加

第
59
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

第
59
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

第
59
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

第
59
回
鳥
取
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
祭

集合写真

傘　踊　り
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７
月
５
日
（
水
）、
第
36
回
中
商

女
性
連
児
島
大
会
が
せ
と
う
ち
児
島

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
女
性
会
か
ら
は
中
井
会
長
を

始
め
４
名
で
の
参
加
。
晴
天
な
ら
ば

眼
下
に
瀬
戸
大
橋
と
島
々
の

雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る

の
で
す
が
、
当
日
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
。
し
か
し
な
が

ら
水
墨
画
の
よ
う
な
瀬
戸
内

海
の
姿
も
感
動
的
で
し
た
。

　
大
会
は
主
催
者
、
ご
来
賓

の
挨
拶
の
後
、
児
島
女
性
会

の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
会
員
数
65
人
。
会

員
数
の
伸
び
悩
み
・
高
齢
化

等
の
問
題
が
あ
る
と
い
う
事

で
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
多

彩
な
活
動
を
実
行
さ
れ
て
お
り
、
感

服
い
た
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
「
う
つ
く
し
い
、
命

　
～
大
島
花
子
コ
ン
サ
ー
ト
～
」
と

題
し
、
故
・
坂
本
九
氏
の
御
息
女
、

大
島
花
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
と
歌
、
そ

し
て
手
話
で
心
温
ま
る
優
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
は
た
の
し
い
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
美
味
し
い
お
料
理

で
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で
し
た
。

　
閉
会
時
に
は
天
候
も
回
復
し
、
身

も
心
も
豊
か
に
な
り
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。

　
７
月
19
日
（
水
）、
鳥
取
商
工
会

議
所
で
７
月
例
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
５
月
例
会
に
続
き
、
今
回
も
会
員

相
互
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
会
員
企
業
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
当
会
会
員
の
鳥
取
ヤ

ク
ル
ト
販
売
㈱
・
黒
坂
令
子
さ
ん
よ

り
ご
紹
介
の
同
社
経
営
企
画
室
・
坂

本
直
美
さ
ん
に
「
健
腸
教
室
～
健
康

の
要
〝
腸
〟
～
」
と
題
し
、
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
体
の
最
大
の
免
疫
器
官
で
あ
る
腸

を
整
え
る
事
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
、

毎
日
摂
り
た
い
乳
酸
菌
は
小
腸
に
、

ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
は
大
腸
に
住
ん
で
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　「
地
域
の
集
ま
り
や
職
場
で
、
出

張
健
康
教
室
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
声
か
け
く
だ
さ
い
！
」

と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　
次
に
当
会
参
与
の
リ
バ
ー
ド
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
・
川
口
眞
佐
子
さ

ん
よ
り
ご
紹
介
の
同
社
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
・
坂
本
由
紀
子
さ
ん
に
「
輝

く
女
性
に
寄
り
添
い
つ
づ
け
る
～
川

口
や
ま
と
な
で
し
こ
会
の
取
組
～
」

と
題
し
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
主
な
取
組
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
女

性
社
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
改
善
を
し
て
い
く
語
会

（
か
た
ろ
う
か
い
）
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
情
報
誌
の
発
行
、
生
理
用

品
の
設
置
等
々
働
き
方
改
革
が
先
進

的
で
あ
る
こ
と
に
感
動
し
、
何
か
一

つ
で
も
取
り
組
め
る
よ
う
挑
戦
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
短
い
時
間
で
残
念
で
し
た
が
、
今

後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
企
画
だ
と
思

い
ま
し
た
。

2023 9 SEPTEMBER

女性会だより

参加メンバーたち

中
商
女
性
連 

児
島
大
会

　
～
児
島
で
の

　
　
　
　
心
温
ま
る
交
流
～

ご来賓の伊原木岡山県知事

７
例
会
を
開
催

　
～
会
員
企
業
へ
の

　
　
　
　
理
解
を
深
め
る
～

リバードコーポレーション㈱
坂本　由紀子 さん

鳥取ヤクルト販売㈱
坂本　直美 さん
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鳥
取
商
工
会
議
所
金
融
部
会
は
、

オ
ー
プ
ン
講
演
会
を
次
の
通
り
開
催

し
ま
す
。

　
▼
日
時
―
10
月
４
日
（
水
）
午
後

２
時
～
午
後
３
時
20
分
▼
場
所
―
鳥

取
商
工
会
議
所
ビ
ル
・
大
会
議
室
▼

テ
ー
マ
―
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
▼
講
師
―
青
木
由
行

氏
（
筑
波
大
学
ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ

ス
シ
テ
ィ
政
策
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
▼
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
―
１
９
８
６
年
建
設
省
入
省
。
ま

ち
づ
く
り
、
道
路
政
策
、
地
方
創
生

な
ど
を
担
当
。
国
土
交
通
省
都
市
局

長
時
に
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く

り
施
策
を
創
設
。
05
年
よ
り
４
年
３

カ
月
鳥
取
県
に
出
向
し
、
生
活
環
境

部
次
長
、
文
化
観
光
局
長
な
ど
を
務

め
た
。
山
口
県
出
身
。
▼
申
し
込
み

方
法
―
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
▼
問
い
合
わ
せ
先

―
鳥
取
商
工
会
議
所

金
融
部
会
事
務
局

（
℡
０
８
５
７
―
32

―
８
０
０
５
）

金
融
部
会
オ
ー
プ
ン
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
の
ご
案
内

　
鳥
取
市
観
光
大
学
運
営
委
員
会

（
鳥
取
市
、（
一
社
）
鳥
取
市
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
鳥
取
商
工
会

議
所
）
は
、
第
19
期
鳥
取
市
観
光
大

学
の
受
講
生
を
次
の
通
り
募
集
し
て

し
ま
す
。

　
▼
開
催
期
間
―
２
０
２
３
年
12
月

５
日
（
火
）
～
24
年
３
月
１
日
（
金
）

ま
で
の
８
日
間
（
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
の
み
９
日
間
）
▼
会
場
―
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル
会
議
室
ほ
か
▼
受

講
対
象
者
―
鳥
取
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
▼
受
講

料
―
６
０
０
０
円
（
12
月
５
日
（
火
）

の
開
校
日
に
受
付
で
支
払
い
）
▼
申

込
期
間
―
10
月
20
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
書
設
置
先
―
鳥
取
市
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
な
ど
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
先
―
（
一
社
）
鳥

取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

（
℡
０
８
５
７
―
26
―
０
７
５
６
）

　
勾
玉
展
実
行
委
員
会
（
鳥
取
県
立

第
19
期
鳥
取
市
観
光
大
学
　

　
　
　
　
　
受
講
生
大
募
集

鳥
取
県
立
博
物
館
　

　
企
画
展
の
ご
案
内

博
物
館
、
山
陰
中
央
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
㈱
）
は
、
企
画
展
「
勾
玉
の
世

界
」
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　
▼
会
期
―
10
月
７
日
（
土
）
～
11

月
12
日
（
日
）
＊
休
館
日
・
10
月
23

日
（
月
）
▼
開
館
時
間
―
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30

分
ま
で
）
▼
会
場
―
鳥
取
県
立
博
物

館
第
１
・
第
２
特
別
展
示
室
▼
観
覧

料
―
一
般
７
０
０
円
（
前
売
販
売
・

20
人
以
上
の
団
体
・
70
歳
以
上
は

５
０
０
円
）
＊
大
学
生
以
下
、
学
校

教
育
活
動
で
の
引
率
者
、
障
が
い
の

あ
る
方
、
難
病
患
者
、
要
介
護
者
な

ど
お
よ
び
そ
の
介
護
者
は
無
料
▼
問

い
合
わ
せ
先
―
鳥
取

県
立
博
物
館
（
℡

０
８
５
７
―
26
―

８
０
４
２
）

編　集　室
　

◆
鳥
取
市
で
「
猛
暑
日
」
が

過
去
最
多
を
記
録
し
た
と
の
報

道
。
今
年
の
８
月
は
、
例
年
に

も
増
し
て
体
に
堪
え
る
厳
し
い

暑
さ
で
し
た
。「
暑
さ
寒
さ
も

彼
岸
ま
で
」
の
時
期
を
ま
も
な

く
迎
え
、
暑
さ
が
和
ら
い
で
過

ご
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
◆
今
月
号
の

表
紙
は
、
鳥
取
市
か
ら
「
鳥
取

城
跡
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
の
写
真

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。秋
の
夜
長
、夕
涼
み
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
鳥
取
城

跡
や
袋
川
を
散
策
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み

に
今
年
の「
中
秋
の
名
月
」は
、

９
月
29
日（
金
）で
す
。�

（
Ａ
）

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

９
／
20
㈬

麒
麟
の
ま
ち
観
光
担
当
者
会
議

21
㈭

例
会

24
㈰

シ
リ
ー
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〝
イ
ロ
ハ
す
て
っ
ぷ
〟

『
楽
し
い
！
型
染
め
』
②
お
さ
ん
ぽ
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

�

【
有
料
・
申
込
要
】

30
㈯

運
動
会

10
／
１
㈰

M
a
n
a
 L

eo
n
e H

a
seg

a
w
a

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ラ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
【
有
料
・
申
込
要
】

第
11
回
鳥
取
落
語
会
【
公
開
・
有
料
】

２
㈪

２
０
２
３
年
度
理
容
業
に
係
る
衛
生
管
理
講
習
会

７
㈯

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
開
催

９
㈪

ダ
ン
ス
発
表
会

12
㈭

麒
麟
の
ま
ち
観
光
局　

令
和
５
年
度　

第
３
回
取
締
役
会

14
㈯

秋
の
山
野
草　

パ
レ
ッ
ト
展
【
公
開
】

15
㈰

秋
の
山
野
草　

パ
レ
ッ
ト
展
【
公
開
】

18
㈬

麒
麟
の
ま
ち
観
光
担
当
者
会
議

※
利
用
予
定
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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１
　
県
連
定
期
総
会
（
倉
吉
市
）
▽
青
年
部
ま

ち
な
か
活
性
化
委
員
会

２
　
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

３
　
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
２
０
２
３
＆
県
補
助
金

制
度
活
用
説
明
会
・
個
別
相
談
会
▽
青
年

部
政
策
提
言
委
員
会
オ
ー
プ
ン
委
員
会

４
　
日
商
簿
記
検
定
試
験
（
団
体
試
験
方
式
）

６
　
サ
ー
ビ
ス
部
会
第
２
期
こ
ど
も
未
来
大
学

（
20
日
も
）

７
　
女
性
会
記
念
誌
チ
ー
ム
会
議
▽
青
年
部
会

員
増
強
委
員
会

９
　
企
画
政
策
委
員
会
▽
流
通
部
会
正
副
部
会

長
会
議
▽
青
年
部
例
会

10
　
第
43
回
ほ
ん
ま
ち
ク
ラ
ブ
×
と
っ
と
り
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｘ
異
業
種
交
流
会

17
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議

18
　
青
年
部
45
周
年
企
画
実
行
委
員
会

21
　
建
設
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
青
年
部
鳥

取
お
城
委
員
会

22
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議
▽
青
年
部
５
役
会

23
　
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
委

員
会
視
察
研
修
（
24
日
も
、
兵
庫
県
南
あ

わ
じ
市
ほ
か
）

25
　
県
青
連
臨
時
役
員
会

28
　
観
光
・
交
通
部
会
若
手
経
営
塾

29
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
▽
青
年
部
理
事
会

31
　
青
年
部
ま
ち
な
か
活
性
化
委
員
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）
８
月
抜
粋

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　10月17日（火）午前10時〜12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室

　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）

　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

車検・点検・一般整備・板金塗装
新車・中古車・リース・自動車保険

営業種目

本社工場／鳥取市千代水3丁目22番地
TEL（0857）28-2500  FAX（0857）31-6333

安全と安心をひろげる
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〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL http://www.tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐 車 場 ご 案 内

生
涯
現
役
社
会
セ
ミ
ナ
ー    
と
っ
と
り 

２
０
２
３

鳥取県立倉吉未来中心セミナールーム１

定員：35名（先着順）

2023年

13：20▶15：50 ※定員になり次第、受付を終了いたします。
※参加不可の場合のみ、折り返しの連絡をいたしますので、連絡がない場合はご来場ください。

参 加 無 料

藤田社会保険労務士事務所  所長
　　　　　　　　藤 田  誠  氏

〒689-1112 鳥取市若葉台南7-1-11

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構鳥取支部
 高齢・障害者業務課  （担当:田川）　

TEL：0857-52-8803　FAX：0857-52-8785
E-mail：tottori-kosyo@jeed.go.jp
URL：https://www.jeed.go.jp/location/shibu/tottori/31_ks.html

お申込・お問合せ先

in

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
労
働
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

令
和
３
年
４
月
か
ら
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
が
７０
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
だ
ら
良
い
か
、具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

主　催：（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構　鳥取支部
共　催：鳥取労働局、ハローワーク鳥取、ハローワーク米子、ハローワーク倉吉
　　　 鳥取県立鳥取ハローワーク、鳥取県立米子ハローワーク、鳥取県立倉吉ハローワーク、鳥取県立境港ハローワーク　

（鳥取県倉吉市駄経寺町212-5）10 27金

高
齢
者
雇
用
の

具
体
的
な
戦
略

70歳までの
就業機会の確保

《講 師》

10
月
は「
高
年
齢
者
就
業
支
援
月
間
」で
す

「エイジフレンドリーな
　　　　職場を目指して｣

講 演

藤田社会保険労務士事務所　所長　　藤田 誠 氏《講評者》
講評等

助成金

生産性向上支援訓練（ミドルシニアコース）のご案内
生産性向上支援訓練

「65歳超雇用推進助成金制度のご案内（支給要件と申請の流れ）」

事
業
主
の
皆
様
へ

特定非営利活動法人十人十色  理事
　　　　　　　田 中  俊 一  氏

《発表者》

「生涯現役で働ける
　　　　職場環境の構築」

事例紹介


